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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１３年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目
要素

小項目
要素

小項目

要素

小項目
要素

2009 2010 2011 2012 2013

→学部科目と大学院前期・後期科
目の共通基盤と専門基盤の評価。
学部からの内部進学者の授業評価
および成績状況

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

 

→博士論文の公開発表会の実施状
況と外部審査員の登用（文学研究
科内規別表３）状況。

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

 

→大学院履修・学習要覧Webサイト
（http://www.kwansei.ac.jp/your
an)とオリエンテーションプログラ
ム表

Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ

 

→入学から学位授与までのタイム
テーブル（大学院履修・学習要覧
Webサイト）を守っているか定期的
指導の実施状況。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

 

☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

３．教育課程に即した専門分野を明示し、大学院案内で公表し、大学院
オリエンテーションで周知させる。

４．課程制博士課程における、入学から学位授与までの教育システム・
プロセスの円滑化に向けた実質的な制度を設計する。

Ⅱ．目標の進捗状況評価と進捗状況報告（2013.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗状況評価》

　

2009年度に設定した「目標」 左記目標の「指標」
進捗状況評価

１．2007年度の再編による学部、前期課程、後期課程の間の教育課程の
連携を安定的に維持・発展を図る。

２．厳正な学位審査体制を強化する。

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局
本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。
進捗状況評価はA､B､C､Dの4段階とし、2013年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行っ
た。 A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

文学研究科

6 教育内容・方法・成果　（研究科）

6.1 教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針

2010年度以降に設定した「目標」

6.1.1 教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか。
学士課程・修士課程・博士課程・専門職学位課程の教育目標の明示

教育目標と学位授与方針との整合性

修得すべき学習成果の明示

6.1.2 教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか。
教育目標・学位授与方針と整合性のある教育課程の編成・実施方針の明示

科目区分、必修・選択の別、単位数等の明示

6.1.3 教育目標、学位授与方針および教育課程の編成・実施方針が、大学構成員（教職員および学生等）に周知され、社会に公表さ
れているか。

周知方法と有効性

社会への公表方法

6.1.4 教育目標、学位授与方針および教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか。
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　《進捗状況》　☆

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標２

目標３

目標４

備考

大学院生に対しては大学院履修心得に「博士学位取得までのプロセス」を掲げて、学位授与に至るまでの教育プロセスについての周
知を図ってきたが、年次ごとの研究計画書の作成および研究成果報告の義務づけについては領域ごとの取り組み方に差異があり、改
善が必要である。

博士論文審査委員会に学外専門家を委員として招聘するとともに、公開発表・審査の拡大に努めてきた。その結果、2012年度は外部
審査委員が加わった審査委員会による審査件数が大幅に増加しており、これを原則とすることが定着しつつある。公開発表会・審査
会も定着してきており、審査委員会による審査過程の公開も一般化した。

2012年度に本学文学部から文学研究科に進学した内部進学者数は40名、本学文学研究科前期課程から後期課程に進学した者は12名で
あり、安定した高い数値を示している。

3専攻12領域（後期課程は11領域）よりなる文学研究科の多彩な専門分野に関しては、大学院履修・学習要覧Ｗebサイトとオリエン
テーションプログラム表に明示するとともに、『関西学院大学大学院案内』でも詳細な紹介を行ってる。
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